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３．４．５．３ 非一様な破壊伝播を考慮した震源モデルの構築とリアルタイム強震動予

測へ向けた基礎的研究 

 

(1) 業務の内容 

(a) 業務の目的 
・「震源断層モデル等の構築」のうち、高速な地震動予測手法などの研究を行い、震源

断層モデルや強震動予測の高精度化につなげる。 
 
(b) 平成２２年度業務目的 
 ・震源断層モデルや強震動予測の高精度化に資するため、非一様な破壊伝播を考慮した

震源解析などの研究を行う。 
 
(c) 担当者 

所属機関 役職 氏名 メールアドレス 
九州大学大学院理学研究院 准教授 竹中博士  

 
(2) 平成２２年度の成果 

(a) 業務の要約 

・震源断層モデルや強震動予測の高精度化に資するため、非一様な破壊伝播を考慮した

震源解析の研究を行った。 
 
(b) 業務の成果 

2007年中越沖地震や 2009年駿河湾地震のように破壊の初期ステージで断層面が替わる
（別の断層面に移る）イベントが存在することが分かってきた。これは、ごく最近の稠密

な観測により明らかになった現象である。そこで、本年度は、このようなケースに対応す

るためこれまでの断層面を仮定した Takenaka et al. (2009)のソース・イメージング法を
断層面を仮定しない 3次元のイメージングに基づく手法に拡張した破壊過程のイメージン
グ法を開発した。これを 2009 年 8 月 11 日午前 5 時 7 分（日本時間）に静岡県駿河湾で発
生した Mjma6.5 の地震（以降，駿河湾地震と呼ぶ）に適用し、破壊開始初期における震
源過程を調べた。この地震については２枚の断層面が破壊したことが推定されており[例え
ば、Aoi et al. (2010), 浅野・岩田(2010)]、１枚目の南東傾斜の断層面で破壊が始まり，そ
の後北東傾斜の断層面が破壊を始めたことがイメージングでも確認できる。本研究課題で

は、特に２枚目の断層の破壊開始付近を精査するため，K-NET, KiK-net, F-net (VSE), 気
象庁震度観測点, SK-net の高密度の強震観測点網の記録を用いることで、記録数を増やす
とともに観測点分布の一様化を図り，分解能と精度を高めて地震発生 2 秒間の破壊過程を
調べた．その結果，２枚目の断層面（北東傾斜）の破壊開始は地震発生から約 1.3 秒後に
１枚目の断層面（南東傾斜）の上盤側で発生したことを明らかにした。そして，２枚目の

断層の破壊開始に対応するフェーズが比較的大きな振幅のパルスとして観測波形に現れて

いることをつきとめ、その立ち上がり時刻から２枚目の断層の破壊開始点とその時刻をピ

ンポイントで推定した（図 1）。また、１枚目の断層の破壊は，初期破壊の段階で伊豆半島
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方向にも進展していることもわかった。 
[謝辞] 本研究では，防災科学技術研究所の K-NET、KiK-net、F-net、気象庁震度観
測点及びおよび SK-net の強震波形記録を使用しました。 

T 

 
図１．駿河湾地震の震源過程の３次元イメージング。震源からその 4 km 上までの半
径 10 km の円筒領域内の地震発生 1.2～1.6 秒後における P 波の放射強度の最大値を
プロットしている。中心の黄色い星印が震源、斜めの２本の線は、Aoi et al. (2010)
で推定されている２枚の断層面が震源 2 km 上の水平面を横切る交線（断層線）であ
る。色の濃いコンターは２枚目の断層面に位置しており、２枚目の断層の破壊開始に

伴う滑りに対応すると考えられる。赤い星印は、波形記録におけるこの破壊に対応す

るフェーズの立ち上がり時刻から推定した２枚目断層の破壊開始点である。震源から

この点までの平均破壊速度は 3.0 km/s と見積もられる。 
 

 
(c) 結論ならびに今後の課題 

・具体的には、断層面を仮定しない 3 次元のイメージングに基づく破壊過程のイメージン
グ法を開発し、２枚の異なる断層面が破壊した可能性のある 2009 年駿河湾地震につい
て解析した。その結果，地震発生から約 1.3 秒後に１枚目の断層面（南東傾斜）の上盤
側で２枚目の断層面（北東傾斜）の破壊始まったことが明らかになった。今後は破壊の

初期ステージで断層面が替わるケースを想定した強震動予測のための震源モデル構築

が課題となるであろう。 
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(3) 平成２２年度業務計画案 

・高速な地震動予測を実現するために必要な高速な地震動シミュレーション法を開発する。

本方法の特徴は、震源サイトと観測点サイトの構造の違いを考慮でき、ＰＣ単体でも計

算可能であることである。 
・最終年度にあたり、これまでの成果をまとめる。 

 


